
観音寺市建設工事指名競争入札参加者資格基準 

 

平成 19 年４月 17 日 

告示第 80 号 

 

改正 平成21年５月12日 告示第66-3号 

   令和５年３月３日 告示第40号 

   令和７年３月31日 告示第76号 

 

（趣旨）  

第１条 この基準は、地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の11第２項の規定

に基づき、観音寺市の発注する建設工事に係る指名競争入札（以下「指名競争入札」と

いう。）に参加する者に必要な資格及びその審査（以下「資格審査」という。）の方法を

定めるものとする。  

（資格審査）  

第２条 資格審査は、等級別の格付（以下「格付」という。）を行うことによって、これを

行う。 

２ 資格審査は、その申請をした者が次の各号のいずれにも該当する者であるときに、こ

れを行う。  

(１) 建設業法（昭和24年法律第100号）第３条第１項の許可を受けている者  

(２) 資格審査の申請をする日の直前の10月１日のその者の営業年度終了の日を審査基

準日とする経営事項審査（建設業法第27条の23第１項に規定する経営に関する客観的

事項の審査をいう。以下同じ。）を受けた者  

３ 格付は、別表に掲げる種類及び等級により区分し、経営事項審査の結果及びその他の

事項に基づき、別に定めるところにより算定した総合点数により、これを行う。 

４ 資格審査は、格付を受けている者で次の各号のいずれかに該当するものが再審査の申

請をしたときにも、これを行う。  

(１) 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の決定を受けた者で、 



 その決定を受けた日を審査基準日とする経営事項審査を受けたもの  

(２) 民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生計画認可の決定（確定したもの

に限る。）を受けた者で、再生手続開始の決定を受けた日又は再審査の申請をする日の

直前のその者の営業年度終了の日のいずれか遅い日を審査基準日とする経営事項審査

を受けたもの  

（資格審査の手続）  

第３条 前条第２項の申請をしようとする者は、資格審査の申請書を別に定める期間内に

市長に提出しなければならない。  

２ 前項の申請書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。ただし、市長が特に

必要がないと認める書類については、添付を省略することができる。  

(１) 建設業許可証明書  

(２) 営業所一覧表  

(３) 工事経歴書  

(４) 市内に営業所（建設業法第３条第１項に規定する営業所をいう。）を有する者にあ

っては、観音寺市の市税（延滞金及び加算金を含み、個人の市税を除く。）に滞納がな

い旨の証明書 

(５) 香川県内に営業所（建設業法第３条第１項に規定する営業所をいう。）を有する者

にあっては、香川県の県税（延滞金及び加算金を含み、個人の県民税及び地方消費税

を除く。）に滞納がない旨の証明書  

(６) 法人にあっては法人税、消費税及び地方消費税に、個人にあっては申告所得税、

消費税及び地方消費税に未納の税額がない旨の証明書 

(７) 経営事項審査の経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写し  

(８) 委任状  

(９) その他必要と認める書類  

３ 前条第４項の再審査の申請をしようとする者は、資格審査の申請書を別に指定する期

間内に市長に提出しなければならない。  

４ 前項の申請書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。ただし、市長が特に

必要がないと認める書類については、添付を省略することができる。  



(１) 第２項第１号から第８号までに掲げる書類  

(２) 技術職員名簿  

(３) 会社更生法に基づく更生手続開始の決定書又は民事再生法に基づく再生計画認可

の決定書  

(４) 再審査の申請をする日の属する営業年度の前営業年度における財産目録、貸借対

照表及び損益計算書  

(５) 定款、役員等の変更を証する書類（会社更生法に基づく更生手続開始決定後又は

民事再生法に基づく再生計画認可後にそれらの変更があった場合に限る。）  

(６) その他必要と認める書類  

（承継に係る資格審査）  

第４条 格付を受けた者について、相続、営業譲渡、合併又は分割があったときは、相続

人、当該建設業に係る営業の全部又は一部を譲り受けた法人、合併後存続する法人若し

くは合併により設立された法人又は分割により当該建設業を承継した法人は、その承継

の原因のあった日から30日以内に申請して、資格審査を受けることができる。  

２ 前項の規定による申請をしようとする者は、資格審査の申請書に前条第２項各号に掲

げる書類及びその承継を証する書類を添付して、市長に提出しなければならない。ただ

し、市長が特に必要がないと認める書類については、添付を省略することができる。  

（参加資格）  

第５条 格付を受けた者は、別表に掲げる設計金額に応じて指名競争入札に参加する資格

を有する。  

（特例参加資格）  

第６条 前条の規定によるほか、特に緊急を要する場合その他特別の理由があると認めら

れるときは、格付を受けた者をもって、指名競争入札に参加する資格を有する者とする。  

（参加資格の取消し）  

第７条 市長は、格付を受けた者が虚偽の申請その他不正の手段により格付を受けたと認

めるときは、指名競争入札に参加する資格を取り消すものとする。  

附 則  

（施行期日）  



１ この基準は、平成19年４月17日（以下「施行日」という。）から施行し、平成19年度の

観音寺市建設工事指名競争入札参加資格審査から適用する。  

 （経過措置） 

２ この基準の施行日の前日までに公示した入札参加資格に係る審査を受け、施行日にお

いて平成19年度入札参加資格を有する者については、この基準の相当規定によりなされ

たものとみなす。 

（特例）  

３ 観音寺市の発注する建設工事のうち、指名競争入札に参加する者に必要な資格及びそ

の審査の方法について、この基準に対する特例を必要とするものについては、別に定め

る。  

附 則 

（施行期日） 

１ この基準は、平成21年５月12日（以下「施行日」という。）から施行し、平成21年度の

観音寺市建設工事指名競争入札参加資格審査から適用する。 

（経過措置） 

２ この基準の施行日の前日までに公示した入札参加資格に係る審査を受け、施行日にお

いて平成21年度入札参加資格を有する者については、この基準の相当規定によりなされ

たものとみなす。 

（特例） 

３ 観音寺市の発注する建設工事のうち、指名競争入札に参加する者に必要な資格及びそ

の審査の方法について、この基準に対する特例を必要とするものについては、別に定め

る。 

附 則  

（施行期日） 

１ この基準は、令和５年４月１日から施行する。 

（特例） 

２ 観音寺市の発注する建設工事のうち、指名競争入札に参加する者に必要な資格及びそ

の審査の方法について、この基準に対する特例を必要とするものについては、別に定め



る。 

附 則  

 この基準は、令和７年４月１日から施行する。 

 

  



別表 

工事の種類 等 級 指名基準設計金額 

土木一式 

特Ａ 5,000万円       

Ａ 2,500万円       

Ｂ 1,000万円       

Ｃ 400万円       

Ｄ 200万円       

建築一式 

特Ａ 7,000万円       

Ａ 2,000万円       

Ｂ 500万円       

Ｃ 300万円       

Ｄ 200万円       

ほ装 

Ａ 200万円       

Ｂ  

解体 

Ａ 1,000万円       

Ｂ 200万円       

その他 

特Ａ 1,000万円       

Ａ 500万円       

Ｂ 200万円       

 


